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「ワールドカップジャンプ個人第５戦で 

        湯本史寿が初優勝を飾る！」 

ノルディックスキーのワールドカップジャンプは１４日、イタリアのプラジュラートで個人第５戦が

行われた。当社スキー部の湯本史寿は悪条件の中、１回目に１２６ｍを飛んで１１４．８点でト

ップに立った。その後、強風の為２回目が中止となり、湯本に大金星が転がり込んできた。 

湯本はサマージャンプから好調で、シーズンに入ってからもＷ杯開幕戦で自己ベストの８位に

入るなど、調子を上げていた。 

日本勢の優勝は０５年札幌大会の船木和喜選手以来であり、当社スキー部としてのＷ杯優

勝は８７年の佐藤晃選手以来である。 

 

【湯本史寿コメント】 

「驚いたというのが本音。アプローチ（助走路）に気をつけて飛んだら風もついてきてくれた。必

ずトップテンに入る力はまだないが、自分のやってきたことを続けていければと思う。」 

 

 

■大会結果 

 ○ジャンプワールドカップ第５戦  

  2008/12/14    in イタリア/プラジュラート 

順位 氏名 所属 １本目 ２本目 合計 

1 位 湯本 史寿 東京美装 126.0m - 114.8 

2 位 AMMANN.Simon SUI 124.5m - 113.6 

3 位 EVENSEN.J NOR 123.5m - 110.3 

 

 

        

ワールドカップ初優勝の湯本のジャンプ 表彰台の中央に上がり、喜びの湯本史寿 


